
                     
 

第６号（平成 26年 2 月 20 日）   
  

   店舗スタッフと山岳遭難現場をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この通信はお客様と接する登山用品店舗スタッフの方に、長野県の山岳地域で 

発生した遭難の代表的な事例を随時お伝えし、「安全登山のアドバイス」のきっかけ 

としていただくため、発行しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島崎 三歩 
特別隊員  

  
平成 25年 12月 15日～平成 26年 2月 16日まで 

ケース１ 

12月 30日 南アルプス仙丈ケ岳  

57歳男性（東京都）、48歳男性（京都府） 登はん中に滑落し負傷  
 11人パーティで入山、山頂を目指して登山中に落雪を受け

滑落したと救助要請。県警察ヘリで救助して病院へ収容。 

ケース２ 

12月 29日 八ヶ岳連峰赤岳 48歳 男性（神奈川県）滑落し負傷 

 赤岳主稜を登はん中、バランスを崩して岩場から転落し負

傷したと別パーティから救助要請があり地区遭対協救助隊員

が出動し、付近の山小屋に収容後、県警察ヘリで救助して病

院へ収容。 

＊岩場の登はんや下山は、ザイルを使用した確保技術が必要です。 

～平 25年の山岳遭難について～ 

◇ 平成 25年の遭難件数は 300件となり、4年連続で過去最多（最悪）を記録 
しました。 

◇ 死者は 65人、行方不明は 9人、負傷者は 161人となっています。 

◇ 山域別の発生割合は、北アルプス 168件、八ヶ岳連峰 32件、中央アルプ 
ス 23件、南アルプス 14件の順となっています。 

◇ 25年の特徴としては、上記の山域に属さない「その他の山域」での遭難事 
故が 80％増加して 63件となり、全体の 21％を占めています。  

◇ 今年こそ、この記録更新がなされないよう、皆様のご協力をお願いします。 

＊冬季は雪上スリップ、落雪、雪崩等の危険が高まります。日々刻々と変化
する雪質に適切に対応する判断力、技術が必要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ケース３ 

ケース４ 

1月 1日 北アルプス常念岳 44歳 男性（大阪府）疲労のため行動不能    

12 月 29 日から単独で入山したが、疲労のため歩行困難に

なったと救助要請があり、県警察山岳救助隊員と地区遭対協

救助隊員が出動、県防災ヘリにより救助して病院に収容。 

ケース６ 

1月 2日 北アルプス槍ケ岳 65歳男性（広島県）単独で入山、行方不明 

 12月 29日から単独で上高地へ入山したが、下山予定日を過 

ぎても連絡が取れないと、山岳会仲間から届出があり、県警

察ヘリや県警察山岳救助隊により捜索を行ったが行方不明。 

1月 12日 八ヶ岳連峰 阿弥陀岳 46歳 男性（東京都）下山中に滑落し負傷  
7 人パーティで下山中に雪上スリップして滑落したと同行

者から救助要請、県警察ヘリにより救助し市内の病院に収容。 

＊雪上を下るにはアイゼン、ピッケルを使用した確実な歩行技術が必要。安全の 

 確保にはザイルを有効に使用しましょう。 

＊ 冬の北アルプスは悪天候が続きます。引き返す勇気も必要です。 

＊冬季は降雪や悪天候のため、予定通りの行動ができないことが多いので、
単独登山はトラブルがあった場合に行動できなくなることがあります。 

ケース５ 

1月 10日根子岳（上田市） 

 41歳 男性（神奈川県）48歳男性（東京都）山スキー中道迷い、行動不能  
山スキー中に迷ったと救助要請があり、県警察ヘリで捜索

して発見し救助。 

＊ゲレンデ外を滑走するいわゆるバックカントリースキーは、冬山登山と同様 

 の知識、判断、装備が必要です。安易なゲレンデ外滑走はやめましょう。 



 

 ＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関する質問・意見は kankoki@pref.nagano.lg.jp までお寄せください。 

 

ケース７ 

ケース９ 

1月 15日 八ヶ岳連峰 赤岳 

 26歳男性（愛知県）30歳女性（愛知県）下山中に滑落し負傷 

下山中、雪上でルートを誤って滑落して負傷、山小屋を通じ

て救助要請があり、県警察山岳遭難救助隊員及び地区遭対協

救助隊員が出動し救助。 

＊冬季は雪のため夏の登山道は判然としていません。冬ルートを知っている人
と登山することをお勧めします。 

2月 7日 北アルプス 五竜遠見尾根 

39歳 男性（大阪府）ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ滑走中に転倒負傷 

 バックカントリーのため入山したが、転倒して怪我を負い

行動不能。同行者からの救助要請を受け、県警察山岳遭難救

助隊員及び地区遭対協救助隊員が救助して診療所に収容。 

＊ゲレンデ外を滑走することは、雪崩の危険性が高く、救助活動にも人員や 

時間を要することを考え、慎重な行動をとりましょう。 

ケース８ 

１月 19日 四阿山 41歳 男性（群馬県）単独下山中に道迷い 

 単独で入山したが、下山中にルートを誤って道に迷ったと

救助要請、地区遭対協救助隊員が出動し、男性を無事発見し

て救助。 

＊積雪期の登山は、体力、技術、装備、知識、経験が必要で、安易な入山は 

危険です。 


